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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
最近の業績動向等を踏まえ、平成 27年８月 14日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしま

す。 

 

記 

 

１．連結業績予想の修正について 

（1）平成 28年６月期第２四半期(累計)連結業績予想の修正（平成 27年７月１日～平成 27年 12月 31日） 

（単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 2,600 △70 △100 △115 △5円 85銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 2,348 △254 △288 △261 △13円 30銭 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △252 △184 △188 △146   

増 減 率 （ ％ ） △9.7％ －％ －％ －％   

（参考）前期第２四半期実績 

平成 27 年６月期第２四半期 
2,459 △289 △208 △219 △12円 01銭 

 

（2）平成 28年６月期通期連結業績予想の修正（平成 27年７月１日～平成 28年６月 30日） 

（単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 5,790 100 60 25 1円 24銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 5,100 △300 △340 △360 △17円 82銭 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △690 △400 △400 △385   

増 減 率 （ ％ ） △11.9％ －％ －％ －％   

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

平 成 2 7 年 ６ 月 期 
5,143 △320 △172 △215 △11円 79銭 

 

２. 連結業績予想の修正理由 

（1）第２四半期(累計)連結業績予想の修正理由 

＜売上高について＞ 

 装置に関して、OEM販売については顧客別に好調不調はあるものの、概ね当初予想どおりの推移

となりました。一方で、当第２四半期連結会計期間から、新製品の自社販売を開始する計画でした

 - 1 - 



が、製品化が若干遅れていることが影響し、装置全体としては 1,281百万円（当初予想比△5.2％）

となる見通しです。 

試薬・消耗品に関して、アボット社向けの販売が大きく伸びる計画としておりました。前年同期

比では売上伸長するものの、計画値ほどは伸長せず、試薬・消耗品全体としては 646百万円（当初

予想比△25.7％）となる見通しです。 

概ね、以上のことから、売上高の見通しは 2,348百万円（当初予想比△9.7％）へと修正いたしま

す。 

 （損益について） 

  売上高の下方修正に伴い、売上総利益が減少する見通しであります。また、販売費及び一般管理

費に関して、開発費の抑制などにより大きくコスト低減する計画としておりました。前年同期より

は減少する見通しですが、geneLEADシリーズの新タイプ開発などで想定以上の開発費計上もあり、

計画値まで抑制することは難しく、営業損失の見通しとしては、△254百万円（当初予想比△184百

万円）へと修正いたします。これに伴い、経常損失及び親会社株主に帰属する四半期純損失の見通

しも修正いたします。 

 

（2）通期連結業績予想の修正理由 

（売上高について） 

エリテック社に供給開始した全自動遺伝子診断装置「InGenius（PSSでは geneLEADⅩⅡ）」に関し

ては、順調な立ち上がりとなっており、当連結会計年度を通して、当初計画を上回る結果となる見

通しであります。geneLEADシリーズは、十分に市場に受け入れられる製品であるとの認識を強めて

おり、当社の将来を支える主力製品と位置づけ、今後も事業展開に注力していく所存です。 

一方で、アボット社の画期的な病原体同定システムの検体前処理装置として、一昨年の暮れから

販売開始された OEM製品（平成 26年 11月 14日付プレスリリース参照）に関して、ここまで順調な

出荷を続けてまいりましたが、当連結会計年度の下期に関しては、出荷ペースが大きく減少する見

通しとなりました。これに伴い、試薬・消耗品も大きく減少する見通しであります。 

 また、ロカ・バイオサイエンス社への OEM製品（平成 26年８月８日付プレスリリース参照）に関

し、当連結会計年度の下期において、装置の開発売上を計上する予定としておりましたが、先方都

合により、本プロジェクトは中止することとなりました。 

 当第２四半期連結累計期間の業績見通しに加え、上記のような要因を勘案して、通期連結業績予

想の見直しを実施しました。その結果、売上高の見通しは、5,100百万円（当初予想比△11.9％）へ

と修正いたします。装置については売上高 2,793百万円（当初予想比△8.5％）、試薬・消耗品につ

いては売上高 1,485百万円（当初予想比△24.5％）の見通しです。 

（売上総利益について） 

 売上高の下方修正に伴い、売上総利益の見通しも 1,760百万円（当初予想比△12.4％）へと修正

いたします。 

（費用項目について） 

 販売費及び一般管理費の見通しは、2,060百万円（当初予想比 7.9％増）へと修正いたします。 

開発費に関して、平成 26年６月期（801百万円）及び平成 27年６月期（795百万円）においてピ

ークを迎え、当連結会計年度は大きく低減する予定でした。前連結会計年度よりは削減できるもの

の、geneLEADシリーズの新タイプ開発などで想定以上の開発費計上もあり、計画値まで抑制するこ

とは難しく、開発費の見通しとしては 618百万円（当初予想比 24.8％増）となりました。 

（損益について） 

売上総利益の減少（250百万円減）と販売費及び一般管理費の増加（150百万円増）が見込まれる

ことから、営業損失の見通しは、△300百万円（当初予想比△400百万円）となりました。これに伴

い、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失の見通しも修正いたします。 

   

なお、通期業績予想に関する今後の為替見通しは、１ドル＝120円、１ユーロ＝130円にて算定し

ております。 
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３．今後の見通しについて 

 当社の主力製品は OEM製品が中心となっています。ベンチャー企業として少人数の運営で業績拡

大していくには合理的な戦略であると考えていますが、OEM先の様々な事情により業績見通しが変

化するリスクも大きくなります。 

今後は、DNA自動抽出装置である MagLEADシリーズや全自動遺伝子診断装置である geneLEADシリ

ーズを中心として、更に DNA抽出試薬（将来的には診断用試薬の提供も視野に入れる）も提供する

ことで、自社製品のラインアップを充実し、代理店との協力による販売網を構築することで、自社

販売活動にも注力していく所存であります。また、製造工場であるエヌピーエス㈱や大館試薬セン

ター、更に外注先の工場と協力し、当社と一体となって製品コストダウンに注力していく所存であ

ります。 

当連結会計年度は、赤字の見通しとなりましたが、これらの活動を通じて、赤字幅の縮小と来期

の黒字化に向けて、積極的に活動してまいりたいと考えております。 

 

 

※業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 
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